
第
一
二
二
号

令和２年４月１日第１２２号令和２年４月１日 第１２２号

̶ 1 ̶ ̶ 4 ̶

二
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

◎
第
五
十
四
回
全
日
本
中
学
校

　
　
　
　
道
徳
教
育
研
究
大
会
高
知
大
会

　
令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
日
（
金
）

　
　
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
グ
リ
ン
）

　
　
高
知
県
高
知
市
立
一
宮
中
学
校

　
　
高
知
県
南
国
市
立
岡
豊
小
学
校

大
会
主
題
「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
道
徳
教
育
の
展

開
」
～
自
ら
を
見
つ
め
生
き
方
を
深
く
考

え
る
道
徳
科
を
要
と
し
て
～

　
東
京
都
は
、
第
一
分
科
会
「
指
導
計
画

の
作
成
と
推
進
体
制
の
確
立
」
に
つ
い
て

提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
第
四
十
九
回
関
東
甲
信
越
中
学
校

　
　
　
　
道
徳
教
育
研
究
大
会
千
葉
大
会

　
令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）

　
　
千
葉
県
浦
安
市
立
日
の
出
中
学
校

　
大
会
主
題
「
豊
か
な
か
か
わ
り
を
通
し

て
、
他
者
と
共
に
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と

す
る
生
徒
の
育
成
」

　
東
京
都
は
、
第
三
分
科
会
「
魅
力
あ
る

道
徳
科
の
教
材
の
工
夫
と
活
用
」
に
つ
い

て
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。



令和２年４月１日第１２２号令和２年４月１日 第１２２号

̶ 3 ̶ ̶ 2 ̶



令和２年４月１日第１２２号令和２年４月１日 第１２２号

̶ 3 ̶ ̶ 2 ̶
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一
二
二
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令和２年４月１日第１２２号令和２年４月１日 第１２２号

̶ 1 ̶ ̶ 4 ̶

二
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

◎
第
五
十
四
回
全
日
本
中
学
校

　
　
　
　
道
徳
教
育
研
究
大
会
高
知
大
会

　
令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
日
（
金
）

　
　
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
グ
リ
ン
）

　
　
高
知
県
高
知
市
立
一
宮
中
学
校

　
　
高
知
県
南
国
市
立
岡
豊
小
学
校

大
会
主
題
「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
道
徳
教
育
の
展

開
」
～
自
ら
を
見
つ
め
生
き
方
を
深
く
考

え
る
道
徳
科
を
要
と
し
て
～

　
東
京
都
は
、
第
一
分
科
会
「
指
導
計
画

の
作
成
と
推
進
体
制
の
確
立
」
に
つ
い
て

提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
第
四
十
九
回
関
東
甲
信
越
中
学
校

　
　
　
　
道
徳
教
育
研
究
大
会
千
葉
大
会

　
令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）

　
　
千
葉
県
浦
安
市
立
日
の
出
中
学
校

　
大
会
主
題
「
豊
か
な
か
か
わ
り
を
通
し

て
、
他
者
と
共
に
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と

す
る
生
徒
の
育
成
」

　
東
京
都
は
、
第
三
分
科
会
「
魅
力
あ
る

道
徳
科
の
教
材
の
工
夫
と
活
用
」
に
つ
い

て
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。


